




















































































11,382歩（平日 12,310歩，休日 9,060歩）/日，中学生は 9,060歩（平日 9,390歩，
休日 8237歩）/日，高校生は 8,226歩（平日 8,850歩，平日 6,666歩）/日であった．
東京都では，目標とする歩数を 15,000 歩/日としている．小学生男児の場合，1日あ

















示唆した．しかし，この時点では大人の METs から子どもの METs に換算する方法
が確立されていいなかったため，METsの算出に大人のアリゴリズムで自動算出され
た値を用いている．再検討が必要である． 











 岡崎ら（2017）は，東北地方に在住する小学校 4から 6年生 605名（男児 292名，














































Izquierdo-Gomezらのグループが行った the UP&DOWN Studyがある（Pinero et al. 





























名（女性 78 名，男性 74 名）である．対象者のうち，ダウン症者は 79 名（男性 33
名，女性 46 名）であった．ダウン症者の年齢内訳は不明である．身体活動量の評価















2 軸加速度計）を用いた．結果は，座位行動時間は，8～9 歳 542（125）分/日，10
～11歳 542（138）分/日，12～13歳 596（135）分/日，14～15歳 622（79）分/日で




8～9歳 44（16）分/日，10～11歳 52（18）分/日，12～13歳 36（13）分/日，14～
15歳 24（16）分/日であった．高強度活動時間は，8～9歳 1.5（1.9）分/日，10～11
歳 6.1（24.2）分/日，12～13 歳 1.4（1.8）分/日，14～15 歳 0.9（1.5）分/日であっ
た．MVPA 時間は，8～9 歳 45（17）分/日，10～11 歳 59（36）分/日，12～13 歳
37（13）分/日，14～15歳 25（17）分/日であった．14～15歳のダウン症者が他のグ
ループよりも有意に座位行動時間が長く，低・中強度活動時間が短かった．高強度活








Shields ら（2009）は，7～17 歳のダウン症児 23 名（女児 7 名，男児 16 名．7～12 歳 11
名，13～17 歳 8 名）対象に RT3 加速度計（3 軸加速度計）を用いて中強度以上の身体活
動（MVPA）の状況の調査を行った．この集団の 1 日の平均 MVPA は 104.5（35.3）分/日（7














































保護者への説明は次の手順ですすめた．著者らがＰＴＡ四役会会議（PTA 役員 7 名），
13 
 












送った．JDS 理事会の承認を受け JDS に所属する全国のダウン症児（小学 1 年から中学 3
年）がいる 1243 家庭に調査依頼を郵送にて行った．個人情報保護のため，郵送作業は全



































 属性および個人内要因・環境要因は質問紙調査票を用いた．質問紙調査票は A4 サイ
































身体活動量の測定には，Active style PRO HJA-750C（オムロンヘルスケア株式会社













































解析対象は，装着した時間が 1 日あたり 600 分以上見られた日，かつ日中の未装着時間
が 2 時間未満の日を解析対象データとして採用することとした．1 日あたり 600 分（10 時間）
以上としたのは，12 時間強の睡眠と 1 時間強の入浴・着替え等によって，非装着時間が合
計 14 時間（840 分）近くになりうると考えたためである．また日中 2 時間以上未装着であった
場合，活動量に影響がある可能性が高いため，除くこととした．「1 日あたり 600 分以上」とい
う装着時間の下限および「2 時間以上の未装着であった日を解析対象外とする」ことは，先
行研究の多くでも採用されている（Masse, et al. 2005，Troiano, et al. 2008，中田ら 2011，











ｄ．Active style PROで測定されたデータ 













速度を投入して身体活動強度（METs）値を得ている（Ohkawara, et al. 2011）． 
①Active style PROからデータを PCへの取り込み 
Active style PRO 専用の活動量計アプリケーションソフト Ver.2.0（PC 版，オムロンヘル
スケア株式会社製）と USB 通信トレー（HHX-IT4，同株式会社製）を用い，Active style 
PRO からパソコンへデータ（以下，生データとする）を取り込んだ．その際に METs 値/60ｓ
から，強度別の消費エネルギー/ｈ，強度別のエクササイズ（EX）/ｈが算出される．PC に取り
込まれた生データは CSV ファイル（Excel）として保存される．参加協力者 1 人当たり作成さ
れる生データ CSV ファイルは，歩数の CSV ファイル（1），エネルギーに関する CSV ファイ
ル（1），エクササイズ（EX）の CSV ファイル（1）と 60 秒ごとの METs 値 CSV ファイル(測定




②Active style PROで得られたMETs値を子どものMETs値に換算 
出力された METs 値は大人を対象とした推定式により求められた値である．そのため，
Hikihara ら（2014）が妥当性を検討した推定式を用い，子どもの METs 値を求めた．推定
式は以下に示す． 
生活活動：子どもの METs 値＝0.6145×大人の METs 値+0.5573 
歩行活動：子どもの METs 値＝0.6237×大人の METs 値+0.2411 
具体的な手順は，大河原らが作成したオムロン加速度計 Active style PRO データ集計
マクロ（以下，Excel マクロとする）を用い，①の生データ CSV ファイルを子どもの METs 値










平日の平均値と休日の平均値をそれぞれ 5 日，2 日と重み付けすることによって，個人毎の
代表値（以下，全日）を求めた（中田 2011，大島ら 2017）． 
具体的な手順は，個人集計データファイル内で平日の平均値と休日の平均値求め以下
の方法で全日を算出した． 









全日の 3 シートが作成される．今回解析に必要な変数（図 3）を選び，解析ソフトで利用しや









中学年；小学校 3・4 年生，高学年；小学校 5･6 年生）に解析を行った． 
解析には統計解析ソフト IBM   Statistic21（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用い，有
意水準は両側検定 5％とした． 
間隔尺度は，男女差の検定は Student の t 検定，平日と休日の差の検定は対応のある t
検定，学年区分差の検定は一元配置分散分析の後 Bonferroni の補正を用いて Tukey 法
を用い，有意が認められた群の組み合わせを示した．順序尺度は，男女差の検定は






解析対象者 93 名のうち，男児は 51 名，女児は 42 名であった．学年区分別では，低学
年 17 名，中学年 34 名，高学年 42 名であった． 
 
５-２-１身体特性（健康・栄養状態および属性） 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































身体活動量の結果を表 2 に示した． 
５-２-２座位時間 
全日の座位時間（平均（SD））は，全体 285（54）分/日，男児 277（54）分/日，
女児 296（67）分/日，低学年 248（44）分/日，中学年 280（71）分/日，高学年 305
（51）分/日であった．平日の座位時間は，全体 286（62）分/日，男児 276（53）分/
日，女児 298（70）分/日，低学年 246（42）分/日，中学年 287（72）分/日，高学年
301（54）分/日であった．休日の座位時間は，全体 282（71）分/日，男児 280（69）






分/日，女児 628（160）分/日，低学年 644（134）分/日，中学年 639（150）分/日，
高学年 618（157）分/日であった．平日の軽強度活動時間は，全体 286（62）分/日，
男児 642（138）分/日，女児 634（157）分/日，低学年 646（131）分/日，中学年 656
（152）分/日，高学年 622（150）分/日であった．休日の軽強度活動時間は，全体 282
（71）分/日，男児 610（161）分/日，女児 598（162）分/日，低学年 640（157）分/




全日の MVPA 時間（平均（SD））は，全体 62（20）分/日，男児 66（21）分/日，女児 56（18）




58.8％（30 名），女児は 40.5％（17 名），低学年は 70.6％（12 名），中学年は 50.0％（17
名），高学年は 42.9％（18 名）であった．平日の MVPA 時間は，全体 64（22）分/日，男児
69（22）分/日，女児 58（20）分/日，低学年 76（19）分/日，中学年 62（22）分/日，高学年 61
（21）分/日であった．MVPA60 分以上活動していたものは，全体の 55.9％（52 名）であった．
その詳細は，男児は 66.7％（34 名），女児は 42.9％（18 名），低学年は 76.5％（13 名），中
学年は 50.0％（17 名），高学年は 52.4％（22 名）であった．休日の MVPA 時間は，全体
55（23）分/日，男児 58（25）分/日，女児 51（20）分/日，低学年 73（29）分/日，中学年 53
（20）分/日，高学年 49（19）分/日であった．MVPA60 分以上活動していたものは，全体の
35.5％（33 名）であった．その詳細は，男児は 42.0％（21 名），女児は 25.5％（12 名），低









（2,567）歩/日，女児 8,971（2,889）歩/日，低学年 9,547（3,426）歩/日，中学年 8,723
（2,393）歩/日，高学年 9,203（2,654）歩/日であった．休日の歩数は，全体 6，601（3,076）
歩/日，男児 6,511（3,106）歩/日，女児 6,710（3,073）歩/日，低学年 7,402（4,299）歩/日，








n=93 n=51 n=42 男女差†† 低学年 n=17 中学年 n=34 高学年 n=42 ｐ値
SD SD SD ｐ値 SD SD SD （多重比較）
全日‡ 座位 分/日 285 61 277 54 296 67 0.141 248 44 280 71 305 51 0.004
（低学年<高学年）
軽強度 分/日 631 149 633 142 628 160 0.654 644 134 639 150 618 157 0.677
MVPA 分/日 62 20 66 21 56 18 0.026 75 20 59 20 58 18 0.007
（低学年>高学年）
平日§ 座位 分/日 286 62 276 53 298 70 0.092 246 42 287 72 301 54 0.008
（低学年<高学年）
軽強度 分/日 638 * 146 642 * 138 634 * 157 0.725 646 131 655 * 152 622 * 150 0.568
MVPA 分/日 64 * 22 69 * 22 58 * 20 0.016 76 19 62 * 22 61 * 21 0.036
休日‖ 座位 分/日 282 71 280 69 285 75 0.738 253 62 265 78 308 61 0.005
（低学年<高学年）
軽強度 分/日 604 161 610 161 598 162 0.737 640 157 600 155 594 169 0.336
MVPA 分/日 55 23 58 25 51 20 0.195 73 29 53 20 49 19 0.001
（低学年vs中学年）
（低学年>高学年）
全日‡ 座位 分/日 274 61 265 54 284 68 0.131 235 43 269 72 293 51 0.003
（低学年<高学年）
軽強度 分/日 535 148 535 138 535 162 0.999 541 129 545 151 525 156 0.830
MVPA 分/日 34 13 37 13 31 11 0.029 44 12 33 12 31 11 0.001
（低学年>中学年）
（低学年>高学年）
平日§ 座位 分/日 274 * 63 264 * 53 286 * 71 0.083 233 * 40 275 * 74 290 * 54 0.006
（低学年<高学年）
軽強度 分/日 537 * 147 539 * 138 536 * 159 0.925 539 * 130 556 * 152 522 * 150 0.616
MVPA 分/日 35 * 13 37 * 13 31 * 12 0.025 43 * 12 34 * 13 32 * 12 0.008
（低学年>高学年）
休日‖ 座位 分/日 271 72 269 69 274 77 0.720 240 59 254 80 297 62 0.004
軽強度 分/日 524 157 527 150 520 167 0.849 546 145 519 156 518 165 0.811
MVPA 分/日 33 16 35 17 29 14 0.077 47 17 31 13 28 13 ＜0.001
（低学年>中学年）
（低学年>高学年）
全日‡ 1.5METｓ以下 分/日 12 4 12 4 11 3 0.386 13 5 12 3 11 3 0.137
軽強度 分/日 95 23 97 23 93 24 0.358 103 31 94 23 93 19 0.310
MVPA 分/日 27 13 29 13 25 12 0.171 31 14 26 13 27 12 0.443
平日§ 1.5METｓ以下 分/日 12 4 12 * 4 11 3 0.270 14 5 12 * 3 11 3 0.121
軽強度 分/日 101 * 25 103 * 24 98 * 26 0.363 107 34 99 * 24 100 * 23 0.536
MVPA 分/日 30 * 15 32 * 15 27 * 13 0.112 33 15 28 * 15 29 * 14 0.476
休日‖ 1.5METｓ以下 分/日 11 6 11 6 11 4 0.723 13 7 11 5 11 5 0.450
軽強度 分/日 81 30 83 33 77 25 0.336 94 38 81 28 75 26 0.093
MVPA 分/日 22 15 23 16 21 14 0.664 25 22 22 12 21 13 0.559
％ ％ ％ ％ ％ ％
全日‡ 47 50.5 30 58.8 17 40.5 - 12 70.6 17 50.0 18 42.9 -
　平日§ 52 55.9 34 66.7 18 42.9 - 13 76.5 17 50.0 22 52.4 -
　休日‖ 33 35.5 21 41.2 12 28.6 - 10 58.8 14 41.2 9 21.4 -
SD SD SD ｐ値 SD SD SD ｐ値
全日‡ 歩/日 8,407 2,429 8247 2289 8600 2605 0.489 8,934 3,120 8,113 2,269 8,431 2,261 0.526
　平日§ 歩/日 9,090 * 2,707 8942 * 2567 9271 * 2889 0.844 9,547 3,426 8,723 * 2,393 9,203 * 2,654 0.658































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































n=93 n=51 n=42 男女差‡ 低学年 n=17 中学年 n=34 高学年 n=42 ｐ値
％ ％ ％ ｐ値 ％ ％ ％ （多重比較）
食事で困っていること 早食いである 17 18.3 9 17.6 8 19.0 0.862 1 5.9 6 17.6 10 23.8 0.270
咀嚼不足・丸飲みをする 61 65.6 36 70.6 25 59.5 0.264 11 64.7 26 76.5 24 57.1 0.210
こだわり・偏食がある 29 31.2 22 43.1 7 16.7 0.006 5 29.4 10 29.4 14 33.3 0.921
過食 14 15.1 8 15.7 6 14.3 0.851 1 5.9 4 11.8 9 21.4 0.254
食欲不振 1 1.1 0 0.0 1 2.4 0.452 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0.416
食に興味がない 3 3.2 2 3.9 1 2.4 0.573 1 5.9 0 0.0 2 4.8 0.399
間食の食べすぎ 5 5.4 1 2.0 4 9.5 0.126 3 17.6 2 5.9 0 0.0 0.024
十分に時間をかけて食べる 16 17.2 7 13.7 9 21.4 0.327 13 76.5 27 79.4 37 88.1 0.454
よく噛んで食べる 10 10.8 5 9.8 5 11.9 0.501 2 11.8 3 8.8 5 11.9 0.901
好き嫌いが無い 39 41.9 18 35.3 21 50.0 0.153 8 47.1 14 41.2 17 40.5 0.892
適量以上に食べない 32 34.4 18 35.3 14 33.3 0.843 8 47.1 12 35.3 12 28.6 0.396
食欲がある 62 66.7 36 70.6 26 61.9 0.377 12 70.6 21 61.8 29 69.0 0.744
食に興味がある 40 43.0 18 35.3 22 52.4 0.978 7 41.2 14 41.2 19 45.2 0.925
間食の適量摂取 30 32.3 19 37.3 11 26.2 0.256 5 29.4 9 26.5 16 38.1 0.538
登校手段 徒歩 48 51.6 26 51.0 22 52.4 0.964 9 52.9 19 55.9 20 47.6 0.730
公共交通機関 4 4.3 2 3.9 2 4.8 0 0.0 1 2.9 3 7.1
自家用車やスクールバス等 41 44.1 23 45.1 18 42.9 8 47.1 14 41.2 19 45.2
下校手段 徒歩 29 31.2 17 33.3 12 28.6 0.882 3 17.6 10 29.4 16 38.1 0.540
公共交通機関 2 2.2 1 2.0 1 2.4 0 0.0 1 2.9 1 2.4
自家用車やスクールバス等 62 66.7 33 64.7 29 69.0 14 82.4 23 67.6 25 59.5
ほぼ毎日 5 5.4 2 3.9 3 7.1 0.804 0 0.0 1 2.9 4 9.5 0.820
週４，５日 23 24.7 12 23.5 11 26.2 4 23.5 12 35.3 7 16.7
週２，３日 33 35.5 20 39.2 13 31.0 6 35.3 8 23.5 19 45.2
週１日程度 17 18.3 9 17.6 8 19.0 5 29.4 7 20.6 5 11.9
ほとんどない 15 16.1 8 15.7 7 16.7 2 11.8 6 17.6 7 16.7
放課後の過ごし方 放課後等デイサービス等利用 68 73.1 38 74.5 30 71.4 0.739 14 82.4 24 70.6 30 71.4 0.635
習い事 35 37.6 20 39.2 15 35.7 0.729 5 29.4 14 41.2 16 38.1 0.713
家族と遊ぶ 7 7.5 3 5.9 4 9.5 0.392 3 17.6 1 2.9 3 7.1 0.171
友達と遊ぶ 4 4.3 1 2.0 3 7.1 0.239 0 0.0 2 5.9 2 4.8 0.609
自宅でのんびり 24 25.8 16 31.4 8 19.0 0.176 4 23.5 4 11.8 16 38.1 0.032
その他‖ 15 16.1 8 15.7 7 16.7 0.898 2 11.8 8 23.5 5 11.9 0.338
休日の過ごし方 放課後等デイサービス等利用 21 22.6 13 25.5 8 19.0 0.460 5 29.4 6 17.6 0 0.0 0.618
習い事 26 28.0 15 29.4 11 26.2 0.730 6 35.3 8 23.5 12 28.6 0.673
家族と遊ぶ 66 71.0 36 70.6 30 71.4 0.929 12 70.6 24 70.6 30 71.4 0.996
友達と遊ぶ 6 6.5 4 7.8 2 4.8 0.435 1 5.9 2 5.9 3 7.1 0.970
自宅でのんびり 49 52.7 28 54.9 21 50.0 0.638 6 35.3 19 55.9 24 57.1 0.281
その他¶ 3 3.2 1 2.0 2 4.8 0.427 0 0.0 2 5.9 1 2.4 0.489
とても動かしている 6 6.5 3 5.9 3 7.1 0.403 1 5.9 4 11.8 1 2.4 0.822
まあまあ動かしている 57 61.3 30 58.8 27 64.3 10 58.8 19 55.9 28 66.7
どちらともいえない 12 12.9 6 11.8 6 14.3 4 23.5 5 14.7 3 7.1
あまり動かしていない 18 19.4 12 23.5 6 14.3 2 11.8 6 17.6 10 23.8
まったく動かしていない 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
あり 73 78.5 43 84.3 30 71.4 0.132 16 94.1 24 70.6 33 78.6 0.156
なし 20 21.5 8 15.7 12 28.6 1 5.9 10 29.4 9 21.4
施設の利用頻度 ほぼ毎日 2 2.2 1 2.0 1 2.4 0.942 0 0.0 2 5.9 0 0.0 0.304
週に４，５日 2 2.2 1 2.0 1 2.4 1 5.9 0 0.0 1 2.4
週に２，３日 11 11.8 5 9.8 6 14.3 3 17.6 2 5.9 6 14.3
週に１日程度 34 36.6 21 41.2 13 31.0 7 41.2 10 29.4 17 40.5
ほとんど利用しない 34 36.6 18 35.3 16 38.1 4 23.5 14 41.2 16 38.1
利用しない 10 10.8 5 9.8 5 11.9 2 11.8 6 17.6 2 4.8
誰と一緒に利用するか 子どものみで利用する 16 17.2 10 19.6 6 14.3 0.499 4 23.5 4 11.8 8 19.0 0.526












































































 保護者の行動およびライフスタイルを表 6に示す． 
 日ごろよく体を動かしている保護者は 32.3％であった．運動習慣（息が弾み汗を各
程度の運動を 1回 30分程度行っている習慣）があると回答している者は 28％であっ
た．食習慣は，毎日主食，主菜，副菜のそろった食事を 1日に 2回以上食べる保護者















運動習慣※1の有無 あり 28 30.1
なし 65 69.9
運動習慣※1「あり」（n=28)と回答した 週に5日以上 1 3.6




主食，主菜，副菜のそろった食事を 毎日 66 71.0












健統計における健常児の肥満傾向児の割合（男児 4.4％（小 1）～10.1％（小 6），女
児 4.2％（小 1）～8.3％（小 6））と比べると肥満傾向児が多い．ダウン症児の発育は
ゆっくりすすむという特性もふまえたうえで，学童期における肥満の課題に向きあう
必要がある．思春期以降のダウン症者においても肥満は重要な健康課題であることが
国内外の先行研究でも多く指摘されている（橋本ら 2004，Basil, et al. 2016，



















ものといえる．休日の MVPA 時間を 60 分以上実施していた児は 35％と少ない．学













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本人小学生を対象とした Tanaka ら（2016，MVPA 時間：男児 75.9 分/日，女児


















































2. 歩数は平日 8,900歩/日，休日は 6,600歩/日であった． 
3. MVPA時間の規定要因として歩数を確認することができた． 
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ればならない． MVPA時間の人数分布（図 7）より，MVPA時間を今より 20分増
やすと 87％の児童がMVPA60分以上活動を行う可能性がある．表 10の結果より，
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